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各
自
そ
れ
な
り
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
↑

イ
マ
イ
チ
盛
り
上
が
り
に
欠
け
て
い
た
よ
う

で
す
。
や
っ
ぱ
り
大
勢
で
一
つ
の
盤
を
囲
ん

で
ワ
イ
ワ
イ
や
っ
て
い
る
の
が
一
番
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い

よ
う
、
皆
さ
ん
も
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｈ
の
会
合
に
ど
ん

〈
日
時
〉
平
成
２
年
５
月
３
日
》
午
後
嘩
撚
一
時

’
９
時
（
午
前
ｎ
時
受
付
開
始
）

〈
会
場
〉
日
本
将
棋
連
盟
４
階
和
室
（
東
京

都
渋
谷
区
千
駄
ケ
谷
２
１
鍋
、
電
話
０
３

１
４
０
８
１
６
１
６
１
）

〈
交
通
〉
Ｊ
Ｒ
中
央
線
千
駄
ケ
谷
駅
下
車

（
東
京
駅
か
ら
は
中
央
線
お
茶
の
水
駅
で

中
央
線
各
駅
停
車
の
電
車
に
乗
り
換
え
る
）
・

改
札
口
正
面
の
駅
前
大
通
り
を
渡
り
、
直

進
５
分
、
鳩
森
八
幡
神
社
の
四
つ
角
（
信

雑
睦
全
詰
連
全
国
大
会

ど
ん
参
加
し
て
下
さ
い
。
（
特
に
』
東
京
近

郊
に
在
住
の
方
、
宜
し
く
）

詰
棋
の
好
き
な
人
な
ら
誰
で
も
大
歓
迎
で

す
。
今
ま
で
詰
棋
の
会
合
に
行
っ
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
人
も
、
気
楽
に
一
度
来
て
み
て

下
さ
い
。
大
勢
で
や
る
詰
棋
と
い
う
も
の
も

東
京
都
新
宿
区
高
田
馬
場
４
１
鰯
１
８

電
話
０
３
１
３
６
８
１
４
９
０
５
）

◆
出
席
及
び
宿
泊
の
予
約
は
４
月
溺
日
ま
で

に
右
記
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
大
会

運
営
の
苦
労
を
御
賢
察
の
上
、
早
い
目
に

号
）
を
左
折
、
最
初
の
路
地
を
右
折
す
る
。

〈
会
費
〉
４
０
０
０
円
（
懇
親
会
費
を
含
む
）

〈
宿
泊
費
〉
２
０
０
０
円
（
素
泊
り
。
予
約

が
必
要
）

〈
予
約
申
込
先
〉
門
脇
芳
雄
宛
（
〒
１
６
９

結
構
面
白
し
で
す
よ
：
｜

詳
し
い
こ
と
が
知
り
た
く
な
っ
た
方
は
、

〒
２
７
０
松
戸
市
根
木
内
１
０
２
１
１
１

ケ
ー
オ
ー
コ
ー
ポ
２
０
１
有
山
方

摩
利
支
天
氏
ま
で

ご
予
約
下
さ
い
。
特
に
宿
泊
希
望
者
は
定

員
の
都
合
が
あ
り
必
ず
予
約
し
て
下
さ
い
。

宿
泊
の
予
約
は
定
員
鵡
名
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
今
年
の
全
国
大
会
は
、
昨
年
亡
く
な
ら
れ

た
七
篠
兼
三
、
黒
川
一
郎
両
氏
の
追
悼
会

を
兼
ね
て
、
東
京
で
開
催
し
ま
す
。
詰
将

棋
の
解
答
競
争
や
懸
賞
な
ど
多
彩
な
催
し

を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
ま
す
。
誌
上
で
旧
知
の
会

員
が
一
堂
に
会
し
、
神
宮
の
森
に
詰
将
棋

の
歌
を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
ま
し
ょ
う
。

◆
大
会
の
世
話
人
は
、
関
東
支
部
会
員
の
有

志
が
勤
め
ま
す
。主
催
／
全
日
本
詰
将
棋
連
盟
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参
加
者
棚
人
越
え
た
Ⅷ

去
る
５
月
３
日
、
黒
川
、
七
篠
両
氏
の
追
伊
藤
果
六
段
、
堀
口
弘
治
五
段
が
出
席
。
全

悼
を
兼
ね
た
第
６
回
全
詰
連
全
国
大
会
が
東
詰
連
の
存
在
が
認
知
さ
れ
た
と
い
う
点
で
も

京
・
千
駄
ケ
谷
の
日
本
将
棋
連
盟
で
行
わ
れ
、
非
常
に
意
義
の
あ
る
大
会
だ
っ
た
。

全
国
か
ら
１
１
１
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
詰
当
日
の
進
行
は
次
の
通
り
。

将
棋
の
大
会
で
１
０
０
人
を
越
え
た
の
は
初
〈
第
１
部
〉
進
行
Ｉ
門
脇
芳
雄

め
て
の
こ
と
。
○
開
会
挨
拶
（
門
脇
芳
雄
）

日
本
将
棋
連
盟
か
ら
は
二
上
達
也
会
長
、
○
祝
辞
挨
拶
（
二
上
達
也
、
永
井
英
明
、
字

佐
見
正
』
森
田
正
司
）

○
黒
川
、
七
繰
氏
へ
追
悼
の
辞
（
岡
田
敏
、

駒
場
和
男
）

○
黒
川
氏
十
段
位
追
贈

○
自
己
紹
介

○
柳
原
編
集
長
挨
拶

○
岡
田
氏
詰
棋
王
位
贈
呈

○
祝
電
祝
辞
披
露

〈
第
２
部
〉
進
行
Ｉ
柳
田
明

○
記
念
講
演
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
詰
将
棋
」

（
小
谷
善
行
農
工
大
助
教
授
）

○
懸
賞
付
き
解
答
競
争

○
全
詰
連
今
後
の
運
営
に
関
す
る
討
論

○
閉
会
の
辞
（
田
代
達
生
）

○
記
念
撮
影

〈
第
３
部
〉
（
懇
親
会
）
進
行
Ⅱ
角
建
逸

○
乾
杯
の
音
頭
（
越
智
信
義
）

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
伊
藤
果
六
段
、
堀
口
弘
治
五
段
五
面
指
し

。
懸
賞
付
き
記
念
詰
将
棋
出
題
三
上
達
也
、

伊
藤
果
、
山
田
修
司
）

・
福
引

?'玉
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●
出
席
者

岩
手
佐
々
木
聡

宮
城
佐
藤
正
義

福
島
橋
本
哲

茨
城
大
須
賀
晃
、
長
谷
川
克
己

群
馬
北
川
明
、
北
爪
孝
昌
、
安
永
三
二
朗

埼
玉
小
谷
義
行
、
篠
原
昇
、
橋
本
孝
治
、

服
部
敦
、
深
井
一
伸
、
三
谷
郁
夫
、
山
形

達
也
、
湯
川
恵
子
、
湯
川
博
士

千
葉
石
川
英
樹
、
加
藤
玄
夫
、
小
林
敏
樹
、

駒
場
和
男
、
橋
本
浩
文

東
京
秋
元
龍
司
、
天
野
竜
太
郎
、
安
藤
俊

之
、
池
沢
次
朗
、
池
田
俊
哉
、
伊
藤
明
治
、

伊
藤
果
、
伊
藤
三
雄
、
大
橋
健
司
、
岡
村

孝
雄
、
岡
本
真
一
郎
、
越
智
信
義
、
門
脇

芳
雄
、
金
子
清
志
、
川
清
雄
、
久
津
間
正

勝
、
護
堂
浩
之
、
篠
田
正
人
、
角
建
逸
、

須
賀
源
蔵
、
鈴
木
守
、
相
馬
康
幸
、
竹
中

淳
夫
、
多
田
茂
、
田
辺
元
昭
、
蔦
明
、
恒

川
純
吉
、
富
樫
昌
利
、
豊
田
亨
、
永
井
英

明
、
永
島
勝
利
、
仲
西
哲
男
、
中
村
洋
、

西
田
尚
史
、
原
岡
望
、
平
田
正
、
福
田
稔
、

藤
井
国
夫
、
二
上
達
也
、
堀
口
弘
治
、
森

田
正
司
、
山
崎
泰
史
、
山
下
誠
、
山
村
浩

太
郎
、
湯
村
光
造

神
奈
川
飯
尾
晃
、
飯
田
厚
、
磯
田
征
一
、

馬
詰
恒
司
、
近
藤
郷
、
塩
野
入
清
一
、
鈴

木
昭
男
、
鈴
木
龍
晴
、
清
野
広
美
、
宮
地

寛
、
森
敏
宏
、
柳
田
明
、
和
田
登

山
梨
柴
田
三
津
雄

長
野
添
川
公
司

岐
阜
柳
原
裕
司

静
岡
新
井
健
、
佐
野
公
男

愛
知
清
水
一
男
、
関
半
治
、
成
田
忠
雄
、

堀
内
真
、
山
田
剛

一
二
重
森
美
憲

京
都
上
田
吉
一
、
太
田
慎
一
、
川
ノ
上
帆
、

田
代
達
生
、
山
下
雅
博
、
山
田
嘉
則

大
阪
明
石
六
郎
、
高
坂
研
、
浜
田
博
、
林

泰
伸
、
弘
光
弘
、
若
島
正

兵
庫
伊
藤
正
、
宇
佐
見
正
、
喜
多
真
一
、

水
上
仁

奈
良
岩
本
修
、
岡
田
敏

島
根
高
見
秀
夫

香
川
斎
藤
博
久

●
寄
贈
秋
葉
原
ラ
ジ
オ
会
館
（
金
五
万
円
）
、
近

代
将
棋
社
（
金
二
万
円
）
、
鶴
田
寿
美
子

（
金
二
万
円
）
、
創
棋
会
（
金
二
万
円
）
、

詰
将
棋
研
究
会
（
金
二
万
円
）
、
岡
田
敏

（
金
六
千
円
）
、
湯
川
恵
子
（
金
五
千
円
）
、

柳
田
明
（
金
三
千
七
百
円
）
、
岩
谷
良
雄

（
金
三
千
円
）
、
門
脇
芳
雄
（
賞
品
一
式
）
、

二
上
達
也
（
賞
品
多
数
）
、
藤
井
国
夫
（
賞

品
多
数
）
、
森
田
正
司
（
賞
品
多
数
）
、
柴

田
三
津
雄
（
銘
酒
一
本
）

⑤
祝
辞
・
祝
電

岩
谷
良
雄
、
柏
川
悦
夫
、
小
西
逸
生
、
柴

田
昭
彦
、
田
辺
重
信
、
谷
川
浩
司
、
日
野
秀

男
、
山
田
修
司

〔
編
集
部
か
ら
一

大
会
の
詳
し
い
模
様
は
来
月
号
に
報
告
し

ま
す
。
来
年
の
全
国
大
会
は
大
阪
で
行
う
予

定
で
す
。
大
会
の
運
営
に
当
た
ら
れ
た
方
々

を
は
じ
め
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
中
敬
称
略
）
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全
蕊

平
成
２
年
５
月
３
日
、
東
京
は
千
駄
ケ
谷

に
あ
る
日
本
将
棋
連
盟
に
集
ま
っ
た
の
は
、

な
ん
と
、
名
。
当
日
の
受
付
は
服
部
敦
氏
を

中
心
に
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｈ
の
若
手
に
や
っ
て
い
た
だ

い
た
の
だ
が
、
次
々
と
押
し
寄
せ
る
人
の
波

に
大
わ
ら
わ
。
運
悪
く
お
隣
り
で
学
生
の
大

昨
年
の
５
月
に
名
古
屋
で
詰
バ
ラ
四
百
号

を
記
念
す
る
全
国
大
会
が
開
か
れ
た
の
は
、

皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
で
あ
る
。
「
そ
れ
な

ら
今
度
は
東
京
で
も
や
ら
ず
ん
ぱ
な
る
ま
い
」

て
な
訳
で
、
門
脇
芳
桂
氏
の
音
頭
に
よ
り
東

京
全
国
大
会
の
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

『
名
古
屋
の
“
名
は
上
回
り
た
い
も
の
だ

け
ど
、
そ
ん
な
に
集
ま
る
か
な
」

「
い
や
い
や
、
交
通
の
便
も
良
い
し
、
百

名
は
堅
い
よ
」

「
百
名
と
い
っ
た
ら
普
通
の
解
答
競
技
な

ん
か
不
可
能
じ
ゃ
な
い
の
？
」

期
待
と
不
安
の
入
り
混
じ
る
中
、
つ
い
に

幕
は
切
っ
て
落
さ
れ
た
。

異
様
な
る
集
団

国
一

■■■一

同ロ 二
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会
（
見
分
け
が
つ
き
に
く
い
！
）
を
や
っ
て

い
た
の
で
か
な
り
混
乱
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

い
く
部
屋
か
を
ぶ
ち
抜
い
た
大
広
間
を
見

た
時
に
は
「
果
た
し
て
一
杯
に
な
る
の
か
し

ら
」
と
思
っ
た
が
、
み
る
み
る
う
ち
に
満
員

に
な
っ
て
い
く
。
将
棋
盤
を
置
く
ス
キ
も
無

い
ほ
ど
で
あ
る
。
大
会
が
始
ま
っ
た
後
、
一

レ
ニ
上
日
将
連
会
長
の
祝
辞

般
の
将
棋
大
会
の
人
達
（
こ
こ
は
将
棋
連
盟

な
の
で
あ
る
）
が
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
て

会
場
を
の
ぞ
き
込
ん
で
い
く
。
そ
れ
も
そ
の

は
ず
で
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
人
数
が
集
ま
っ
て

い
る
の
に
将
棋
を
指
し
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か

盤
、
駒
さ
え
見
当
た
ら
な
い
。
連
盟
の
中
の

異
様
な
集
団
と
言
う
他
な
い
の
で
あ
る
。

昨
年
の
大
会
同
様
、
今
回
も
非
常
に
天
気

に
は
恵
ま
れ
た
。
屋
内
で
や
る
の
だ
か
ら
晴

れ
で
も
雨
で
も
関
係
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
仮
に
、
本
の

水
を
し
た
た
ら
せ
た
傘
が
集
ま
っ
た
ら
う
ま

く
処
理
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
間
違
っ
て
持
っ

て
い
く
人
も
出
た
だ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
コ
ー

ト
は
、
長
グ
ッ
は
、
と
考
え
る
と
背
す
じ
が

寒
く
な
る
。
詰
棋
人
は
よ
ほ
ど
日
頃
の
行
い

が
良
い
み
た
い
で
、
こ
の
幸
運
が
こ
れ
か
ら

も
続
く
の
を
期
待
し
よ
う
。

さ
て
会
場
に
入
る
と
大
盤
に
実
戦
型
作
品

が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
誰
の
作
品
だ
ろ
う
）

待
っ
て
い
る
人
達
が
考
え
て
い
る
が
、
駒
数

が
少
な
い
割
に
意
外
と
難
し
い
。

一
驚
待
て
よ
、
こ
れ
は
変
化
だ
ぞ
」

「
意
外
と
長
い
ね
、
こ
れ
」

「
こ
こ
に
歩
を
置
い
た
ら
も
っ
と
良
く
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

こ
れ
だ
か
ら
詰
棋
フ
ァ
ン
は
恐
い
。

さ
て
い
よ
い
よ
開
会
で
あ
る
。
ま
ず
は
こ

上
達
也
将
棋
連
盟
会
長
の
祝
辞
で
あ
る
が
、

場
所
が
場
所
だ
け
に
当
り
前
と
思
わ
れ
た
方

ば
か
り
だ
と
思
う
。
し
か
し
よ
く
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
全
詰
連
の
大
会
に
将
棋
連
盟

の
会
長
が
出
席
し
て
あ
い
さ
つ
す
る
、
と
い

う
の
は
ス
ゴ
イ
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ひ
と
昔
前
に
は
絶
対
に
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

事
で
あ
り
、
こ
れ
は
歴
史
的
な
ひ
と
コ
マ
と

言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
二
上
会
長
は
ひ
と
り

の
詰
将
棋
愛
好
者
と
し
て
、
本
当
に
気
さ
く

な
態
度
で
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
詰

将
棋
の
出
題
、
景
品
を
多
数
提
供
し
て
い
た

だ
く
な
ど
、
色
々
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

歴
史
的
な
あ
い
さ
つ
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続
い
て
近
代
将
棋
の
永
井
英
明
氏
。
近
将

は
詰
バ
ラ
と
い
っ
し
ょ
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、

創
刊
“
周
年
。
亡
く
な
ら
れ
た
七
峰
兼
三
氏

の
思
い
出
話
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
自
誌
の
Ｐ

Ｒ
も
忘
れ
な
い
。

さ
ら
に
創
棋
会
の
宇
佐
見
正
氏
、
詰
将
棋

研
究
会
の
森
田
正
司
氏
と
両
代
表
の
ご
あ
い

さ
つ
が
続
く
。
両
氏
と
も
す
で
に
詰
将
棋
界

惨
追
悼
の
辞
を
読
む
駒
場
和
男
氏

今
回
の
全
国
大
会
の
大
き
な
目
的
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
昨
年
の
暮
れ
に
相
次
い
で
亡
く

な
ら
れ
た
黒
川
一
郎
、
七
降
兼
三
両
氏
へ
の

追
悼
を
欠
く
事
が
出
来
な
い
。
こ
の
ふ
た
り

の
巨
匠
に
つ
い
て
は
詰
・
ハ
ラ
誌
上
で
も
色
々

と
書
か
れ
て
い
る
の
で
今
更
こ
こ
で
く
り
返

す
事
は
し
な
い
が
、
詰
将
棋
界
に
と
っ
て
あ

ま
り
に
大
き
い
損
失
で
あ
っ
た
。
駒
場
和
男

氏
が
七
繰
氏
へ
、
岡
田
敏
氏
が
黒
川
氏
へ
、

そ
れ
ぞ
れ
追
悼
の
言
葉
を
贈
ら
れ
た
。
水
を

打
っ
た
よ
う
に
静
ま
っ
た
会
場
で
、
あ
た
か

も
故
人
が
そ
こ
に
い
る
か
の
よ
う
に
一
言
一

言
を
語
り
か
け
て
い
く
両
氏
の
追
悼
の
言
葉

は
、
仲
々
に
感
動
的
で
あ
っ
た
。

先
に
七
篠
氏
へ
詰
棋
十
段
が
追
贈
さ
れ
た

が
、
当
日
、
黒
川
氏
へ
も
十
段
位
が
追
贈
さ

れ
る
事
と
な
り
、
柳
原
編
集
長
か
ら
黒
川
氏

の
御
遺
族
へ
手
渡
さ
れ
た
。

当
日
は
谷
川
名
人
を
は
じ
め
、
多
数
の
方

の
顔
で
あ
り
貫
禄
十
分
で
あ
る
善

黒
川
・
七
峰
氏
へ
の
追
悼

大
い
な
る
発
言
．
と
し
う
の
に
要
す
る
に
出

席
者
全
員
の
自
己
紹
介
の
事
で
あ
る
が
、
な

に
し
ろ
皿
名
も
の
大
人
数
で
あ
る
。
名
古
屋

の
“
名
で
２
時
間
以
上
も
か
か
っ
て
い
る
し
、

関
係
者
と
し
て
は
何
よ
り
時
間
が
心
配
で
あ
っ

た
。
あ
ま
り
長
々
と
や
ら
れ
て
は
困
る
し
、

ま
た
短
す
ぎ
て
も
味
気
な
い
。

ど
う
な
る
事
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
案
ず

る
よ
り
生
む
が
易
し
。
司
会
の
門
脇
氏
の
手

綱
さ
ば
き
も
鮮
や
か
に
、
軽
快
な
ペ
ー
ス
で

進
行
し
て
い
く
。
全
体
で
約
１
時
間
半
ほ
ど

で
無
事
終
了
し
た
。
本
当
は
ひ
と
り
ひ
と
り

の
発
言
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
の
だ
が
、
そ

れ
は
無
理
と
い
う
も
の
。
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
で
は
最
も
長
い
も
の
だ
っ
た
し
、
こ

れ
が
一
番
面
白
か
っ
た
と
い
う
声
が
ほ
と
ん

か
ら
祝
電
を
し
た
だ
し
た
が
」
そ
の
中
で
小

西
逸
生
氏
の
軽
妙
な
句
を
紹
介
し
て
、
こ
の

締
め
く
く
り
と
し
よ
う
。

お
き
な
ひ
じ
り

駒
音
に
翁
・
聖
の
笑
い
声

大
い
な
る
発
言
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湯
肌
チ
ェ
ッ
ク
！

ど
だ
っ
た
。
バ
ラ
誌
上
で
名
前
は
よ
く
知
っ

て
い
て
も
本
人
を
見
る
の
は
初
め
て
と
い
う

人
が
多
い
。
個
人
的
に
興
味
深
か
っ
た
人
を

あ
げ
て
お
く
と
、
加
藤
玄
夫
（
有
田
辰
次
）

氏
や
伊
藤
明
治
氏
（
新
し
い
人
は
知
ら
ん
だ

ろ
う
な
ア
）
。

ま
あ
全
員
の
あ
い
さ
つ
を
聞
き
た
け
れ
ば

（
見
た
け
れ
ば
）
や
は
り
出
席
す
る
し
か
な

い
の
で
あ
る
。
く
や
し
い
と
思
う
人
は
次
か

ら
出
席
し
て
下
さ
い
。

今
回
、
一
般
の
将
棋
界
か
ら
（
つ
ま
り
詰

棋
界
以
外
か
ら
）
湯
川
博
士
、
恵
子
夫
妻
が

参
加
さ
れ
た
。
ズ
バ
リ
書
い
て
お
く
が
、
湯

川
さ
ん
た
ち
の
目
か
ら
見
れ
ば
詰
キ
ス
ト
な

ど
エ
イ
リ
ア
ソ
に
等
し
い
は
ず
で
あ
る
。
例

え
ば
、
前
日
の
最
終
打
ち
合
わ
せ
が
終
っ
た

後
、
さ
さ
や
か
な
前
夜
祭
を
や
っ
た
の
だ
が
、

私
と
角
建
逸
氏
で
話
し
込
ん
で
い
て
（
当
然

専
門
用
語
が
飛
び
交
っ
て
い
る
）
つ
い
笑
い

声
が
大
き
く
な
る
と
、
恵
子
さ
ん
が
「
こ
の

人
た
ち
、
ま
た
、
自
分
た
ち
の
世
界
に
侵
っ

て
る
ワ
」
と
冷
た
い
視
線
を
飛
ば
す
の
で
あ

る
。

「
大
い
な
る
発
言
」
の
間
、
博
士
さ
ん
は

取
材
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
時
々
私
の
方
へ
鋭

い
チ
ェ
ッ
ク
を
飛
ば
し
て
く
る
。

「
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｈ
っ
て
何
？
」

「
え
－
と
、
ま
ず
Ａ
Ｃ
Ｔ
と
い
う
団
体
が

あ
り
ま
し
て
…
、
角
さ
ん
、
Ａ
Ｃ
Ｔ
っ
て
何

の
略
だ
つ
け
？
」

「
か
し
こ
詰
っ
て
何
の
事
？
」

「
え
１
と
、
そ
れ
は
で
す
ね
。
バ
カ
詰
と

い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
…
」

こ
の
よ
う
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
チ
ェ
ッ

ク
は
実
に
き
び
し
い
。
こ
の
原
稿
が
活
字
に

な
る
頃
に
は
両
湯
川
さ
ん
が
今
大
会
を
タ
ネ

に
各
誌
に
エ
ッ
セ
イ
を
載
せ
て
い
る
か
と
思

う
が
、
ど
ん
な
視
点
か
ら
我
々
の
事
を
な
が

め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
興
味
津
々
で
あ
る
。

さ
て
長
大
な
る
自
己
紹
介
の
最
後
を
柳
原

編
集
長
の
あ
い
さ
つ
で
締
め
く
く
っ
て
い
た

だ
い
た
。
そ
し
て
先
ご
ろ
詰
バ
ラ
入
選
三
百

何
と
こ
こ
ま
で
ば
詰
将
棋
か
一
切
出
て
こ

な
か
っ
た
が
、
第
二
部
で
は
詰
将
棋
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。
司

会
も
門
脇
氏
か
ら
私
に
●
ハ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

ま
ず
は
記
念
講
演
で
、
東
京
農
工
大
助
教

授
の
小
谷
善
行
氏
（
勿
論
、
詰
バ
ラ
会
員
で

す
）
に
ヨ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
詰
将
棋
」
と
い

う
題
で
お
願
い
し
た
。
し
か
し
小
谷
先
生
、

仲
々
や
り
に
く
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
う
。
と
い
う
の
も
主
催
考
側
と
し
て
は
、

誰
に
で
も
わ
か
る
内
容
で
、
と
お
願
い
す
る

し
か
な
い
の
だ
が
、
一
方
で
詰
バ
ラ
会
員
が

百
名
も
集
ま
れ
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
級

が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
い
る
に
決
ま
っ
て
い
る
。
結
局

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
詰
将
棋
解
図
の
基
本

的
な
考
え
方
を
お
話
し
し
て
い
た
だ
い
た
。

回
を
達
成
し
た
岡
田
敏
氏
へ
柳
原
編
集
長
力

ら
「
詰
棋
王
位
」
の
称
号
が
贈
ら
れ
て
（
こ

れ
は
故
田
中
至
氏
に
続
い
て
史
上
二
人
目
）
、

こ
れ
に
て
第
一
部
が
終
了
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
詰
将
棋



修
解
答
競
走
の
ひ
と
こ
ま

詰
将
棋
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

さ
て
い
よ
い
よ
詰
将
棋
の
解
答
競
争
で
あ

る
。
百
名
を
越
す
解
答
競
技
を
ど
う
や
っ
て

や
る
か
、
担
当
し
た
私
と
し
て
は
非
常
に
悩

ん
だ
の
で
あ
る
が
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
普

通
に
記
入
し
た
解
答
審
査
は
ム
リ
と
い
う
事

で
、
詰
将
棋
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
と
い
う

の
を
考
え
て
み
た
。

ル
ー
ル
は
簡
単
で
、
ま
ず
最
初
の
問
題
を

解
い
て
、
そ
の
詰
上
り
が
仮
に
２
三
玉
な
ら

ば
、
全
部
で
８
問
あ
る
中
に
ひ
と
つ
だ
け
２

三
玉
形
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
次
に
そ
れ
を

解
い
て
い
く
と
い
う
具
合
。
以
下
同
じ
よ
う

に
詰
上
り
玉
位
置
で
問
題
を
た
ど
っ
て
い
き
、

解
い
た
順
に
問
題
を
並
べ
る
と
い
う
、
す
な

最
後
の
質
問
時
間
で
は
蔦
ひ
芦
言
と
し
て
私

あ
た
り
に
全
く
わ
か
ら
な
い
質
問
が
出
る
の

で
は
、
と
内
心
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
だ
っ
た
が
、
な
ん

と
か
無
事
に
終
了
。
仲
々
こ
う
し
た
講
演
を

ナ
マ
で
聞
け
る
機
会
は
な
い
と
思
う
の
で
、

大
変
に
貴
重
な
お
話
だ
っ
た
と
思
う
。

わ
ち
詰
将
棋
を
使
っ
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
で
あ
る
。
こ
れ
な
ら
ば
解
答
が
詰
手
順
で

は
な
く
、
①
Ｉ
内
Ｔ
古
宇
入
申
人
。
と
い
う
よ

う
に
記
号
に
な
る
の
で
解
答
審
査
が
や
り
や

す
い
し
、
参
加
す
る
人
も
記
入
が
楽
と
い
う

一
石
二
鳥
。

一
番
ヤ
リ
は
森
敏
宏
氏
で
、
な
ん
と
説
明

が
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
解
答
が
来
た
の
に
は
ビ
ッ

ク
リ
（
別
に
早
く
て
も
有
利
に
は
な
ら
な
い

が
）
・
釦
分
ほ
ど
の
時
間
内
に
は
、
ほ
ぼ
全

員
が
な
ん
と
か
解
き
終
え
た
よ
う
だ
っ
た
。

実
は
途
中
で
一
題
に
余
詰
が
あ
る
と
判
明
。

ギ
ク
リ
と
し
た
が
、
何
と
余
詰
順
で
も
作
意

で
も
詰
上
り
玉
位
置
が
同
じ
と
い
う
奇
跡
も

あ
っ
て
、
ど
う
や
ら
事
な
き
を
得
た
。

賞
品
は
二
上
会
長
他
の
御
協
力
も
あ
っ
て

盛
沢
山
。
半
数
ぐ
ら
い
の
人
が
当
選
し
て
い

た
よ
う
で
、
名
前
を
呼
び
上
げ
ら
れ
た
人
は

皆
ニ
コ
ー
ヨ
顔
。
二
上
会
長
に
は
抽
選
に
ま

で
御
協
力
い
た
だ
い
て
本
当
に
恐
縮
。
詰
将

棋
を
も
っ
と
や
り
た
か
っ
た
人
に
は
物
足
り

な
い
出
題
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
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大
人
数
で
は
こ
の
辺
が
限
度
か
と
思
う
。
次

の
機
会
が
あ
れ
ば
更
に
工
夫
し
て
出
題
し
ま

す
の
で
、
と
り
あ
え
ず
今
回
は
お
許
し
い
た

だ
き
た
い
。

せ
っ
か
く
百
名
も
集
ま
る
の
だ
か
ら
雪
何

か
建
設
的
な
事
も
や
り
た
い
。
大
衆
討
論
と

い
う
大
げ
さ
な
タ
イ
ト
ル
を
ふ
っ
て
み
た
が
、

実
際
に
討
論
会
を
や
れ
ば
、
意
見
が
あ
ま
り

出
な
い
か
、
あ
る
い
は
出
す
ぎ
て
全
く
収
拾

が
つ
か
な
く
な
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
全
員
が
賛
成
で
き
る
内
容
を
、
あ
る

程
度
司
会
者
側
の
主
導
で
進
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

テ
ー
マ
は
「
全
日
本
詰
将
棋
連
盟
の
今
後

に
つ
い
て
」
・
少
々
大
げ
さ
な
タ
イ
ト
ル
だ

が
、
そ
ん
な
に
難
し
い
内
容
で
は
な
い
。
鶴

田
主
幹
が
亡
く
な
ら
れ
、
関
東
支
部
長
の
黒

川
氏
、
特
別
賛
助
会
員
の
七
篠
氏
が
相
次
い

で
亡
く
な
ら
れ
た
今
、
全
詰
連
は
そ
の
柱
の

ほ
と
ん
ど
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
訳
で
あ
る
。

大
衆
討
論

ま
た
詰
将
棋
段
級
位
や
看
寿
賞
選
定
な
ど
の

問
題
点
も
多
い
。
今
後
へ
向
け
て
の
組
織
の

再
建
、
ま
た
全
詰
連
を
ど
う
活
用
し
て
い
く

か
に
つ
い
て
、
森
田
正
司
氏
か
ら
提
起
を
う

け
、
柳
原
編
集
長
か
ら
現
状
を
説
明
し
て
い

た
だ
い
た
。
そ
れ
以
上
の
事
を
こ
こ
で
決
め

る
の
は
無
理
で
、
今
後
一
年
く
ら
い
か
け
て

じ
っ
く
り
決
め
る
と
い
う
方
向
を
示
し
て
、

全
体
の
承
認
を
得
て
終
了
し
た
。

非
常
に
盛
沢
山
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
が
、

田
代
達
生
氏
の
閉
会
の
言
葉
で
幕
を
と
じ
た
。

第
三
部
は
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
に
よ
る
懇
親

会
で
あ
る
。
司
会
は
私
か
ら
角
建
逸
氏
に
寺
ハ

ト
ン
タ
ッ
チ
ｐ
越
智
信
義
氏
の
乾
杯
の
音
頭

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

実
は
こ
こ
か
ら
の
私
は
レ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ

て
い
な
い
。
（
と
い
う
よ
り
レ
ポ
ー
タ
ー
を

や
る
な
ん
て
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
）
と
い

う
の
も
第
二
部
の
司
会
の
役
目
が
終
わ
っ
て

緊
張
感
か
ら
開
放
さ
れ
、
そ
こ
へ
ア
ル
コ
ー

懇
親
会

ル
が
入
っ
て
プ
ッ
ッ
ン
し
た
状
態
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
ま
あ
正
規
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
終
っ

て
い
る
の
で
お
許
し
願
い
た
い
。

立
食
・
ハ
ー
テ
ィ
で
あ
る
か
ら
あ
ち
こ
ち
に

小
人
数
の
和
が
で
き
る
。
私
は
そ
れ
ら
を
ハ

シ
ゴ
し
て
ま
わ
っ
て
い
た
。
壁
に
は
二
上
会

長
、
伊
藤
果
六
段
、
山
田
修
司
氏
の
懸
賞
詰

将
棋
が
張
り
出
さ
れ
て
い
た
が
、
私
と
同
様

に
詰
将
棋
に
は
目
も
く
れ
ず
、
飲
ん
で
食
っ

て
話
を
し
て
い
た
人
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

お
酒
の
席
に
は
ど
う
か
と
思
う
ほ
ど
の
力
作

中
長
編
で
、
あ
と
で
考
え
た
時
に
は
大
ア
セ

を
か
か
さ
れ
た
。

伊
藤
果
六
段
、
堀
口
弘
治
五
段
の
多
面
指

し
指
導
対
局
も
あ
っ
た
。
当
初
は
５
面
指
し

で
も
、
面
で
も
、
と
い
う
あ
り
が
た
い
お
話

で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
３
面
指
し
で
行
わ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
誰
が
指
し
た
か
、
勝
ち
負

け
は
ど
う
か
、
な
ど
全
く
覚
え
て
い
な
い
、

と
い
う
よ
り
見
て
な
か
っ
た
。
（
ひ
ど
い
レ

ポ
ー
タ
ー
だ
ね
）

途
中
で
懸
賞
詰
将
棋
の
発
表
と
福
引
が
あ
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福
田
稔
Ｉ
最
近
大
道
棋
を
見
な
く
な
っ
た
と

の
声
が
あ
り
ま
し
た
が
私
は
ず
い
ぶ
ん
古

く
か
ら
大
道
模
を
や
り
、
通
算
１
５
０
勝

０
敗
と
い
う
記
録
を
持
っ
て
い
ま
す
。
０

敗
と
い
う
の
は
、
解
け
な
い
時
は
手
を
出

一
》
た
が
、
こ
こ
で
も
ま
た
盛
沢
山
の
賞
品
が

あ
り
、
結
局
ほ
と
ん
ど
の
人
が
何
か
当
た
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
９
時
ご
ろ
中
締
め
が
入
っ

た
が
、
一
向
に
パ
ー
テ
ィ
は
終
わ
り
そ
う
も

な
い
。
将
棋
を
指
す
人
、
マ
ン
ガ
の
話
を
始

め
る
人
（
あ
っ
、
オ
レ
の
事
か
）
、
し
ま
い

に
は
ト
ラ
ン
プ
を
始
め
る
人
。
私
は
途
中
で

リ
タ
イ
ヤ
し
た
が
、
狸
時
に
至
っ
て
遂
に
強

制
排
除
に
踏
み
切
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
放
っ

て
お
く
と
翌
朝
ま
で
続
い
た
ろ
う
事
は
間
違

い
な
い
。
ま
あ
詰
棋
人
同
志
で
語
り
合
う
の

一
大
い
な
る
発
言
二
か
ら

は
楽
し
い
も
の
。
ハ
メ
も
は
ず
し
た
く
な
る

の
は
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
が
…
。
（
そ
う

い
え
ば
名
古
屋
で
も
す
ご
か
っ
た
つ
け
）

１
．
１
●
ｌ
●
ｌ

最
後
に
主
催
者
側
に
不
備
、
準
備
不
足
等

色
々
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
無
事
終
了

で
き
ま
し
た
の
も
、
皆
様
の
御
協
力
の
お
か

げ
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
次
に
お
会

い
す
る
機
会
も
ま
た
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
時
は
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

し
ま
せ
ん
か
ら
無
敗
な
の
で
す
。
（
笑
声
）

古
図
式
は
だ
い
ぶ
ん
や
り
ま
し
た
の
で
、

雑
誌
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
単
行
本

関
係
は
ほ
と
ん
ど
揃
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
古
図
式
の
原
典
を
知
り
た
い
方
は
ど

全
詰
連
全
国
大
会

驚蕊
※
※
※
※
※

鵬
記
念
詰
将
棋

鱗
※
※
※
※
※

〈
締
切
〉
８
月
５
日
消
印

〈
呈
賞
〉
各
題
正
解
者
２
名
に
賞
券
千
円

※
番
付
戦
は
不
適
用
で
す
。

①山田修司

98765432易

持
駒
飛
歩

一
二
三
四
五
六
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八
九
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う
ぞ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
田
剛
Ⅱ
今
ま
で
真
面
目
な
受
験
生
の
ふ
り

を
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
今
度
進
学
し
て
堂
々
と
詰
将
棋
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
将
棋
部
に
詰

将
棋
を
持
ち
込
む
と
嫌
わ
れ
る
の
で
あ
ま

り
発
表
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
内
に
未

発
表
作
を
ど
ん
ど
発
表
し
ま
す
か
ら
解
い

て
く
だ
さ
い
。

山
崎
泰
史
Ⅱ
デ
パ
ー
ト
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

作
家
的
立
場
か
ら
解
説
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
解
答
も
や
っ
て
行
き
た
い
。
特
集

号
に
は
や
む
を
得
ず
自
作
を
登
場
さ
せ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

林
泰
伸
Ｉ
大
阪
の
吹
田
か
ら
鈍
行
の
夜
行
列

車
で
上
京
し
ま
し
た
。
一
睡
も
し
て
お
ら

ず
、
眠
い
の
で
こ
れ
で
失
礼
致
し
ま
す
。

大
橋
健
司
Ｉ
こ
れ
ま
で
詰
・
ハ
ラ
は
鶴
田
主
幹

の
情
熱
と
七
篠
さ
ん
の
ス
ポ
ン
サ
ー
の
ご

支
援
で
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
詰
バ
ラ
株
式
会
社
で
近
代
経
営
を
し
て

大
い
に
儲
け
て
頂
い
て
、
半
期
賞
は
ハ
ワ

イ
で
（
笑
声
）
、
看
寿
賞
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

一
周
ぐ
ら
い
や
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

西
田
尚
史
Ⅱ
今
日
は
暖
め
て
い
た
プ
ロ
プ
レ

ム
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
去
年
か
ら
福
岡

の
森
茂
さ
ん
と
手
紙
の
や
り
と
り
し
て
正

解
ら
し
い
手
順
を
見
つ
け
た
も
の
で
、
発

表
さ
せ
て
頂
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

森
田
正
司
Ⅱ
詰
将
棋
研
究
会
を
百
七
十
号
、

約
巧
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。
や
っ
て
い

る
の
は
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ぐ

ら
い
続
く
と
「
継
続
は
力
だ
」
と
い
う
感

じ
が
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
は
あ
ま
り
創

作
も
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

会
か
ら
若
い
人
が
数
多
く
出
て
き
た
こ
と

を
喜
ん
で
い
ま
す
。

柳
田
明
Ⅱ
漫
画
の
方
ば
か
り
売
れ
ま
し
て
漫

画
が
一
人
歩
き
し
て
い
ま
す
。
詰
将
棋
は

原
稿
書
き
と
書
籍
売
り
の
方
だ
け
に
な
っ

て
、
ち
ょ
っ
と
も
作
ら
な
い
し
、
投
稿
も

し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

湯
川
博
士
Ｉ
以
然
将
棋
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
詰
将

②伊藤 柴③二上達也

987654321 98765432‘‐

持
駒
歩
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持
駒
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銀
桂
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一
二
三
四
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八
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棋
欄
を
噌
費
用
が
な
い
の
で
当
時
学
生
の

角
さ
ん
に
や
っ
て
貰
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

卒
業
し
て
連
盟
に
入
る
と
い
う
こ
と
で
、

後
任
に
安
く
て
早
く
て
何
で
も
頼
め
る
人

と
紹
介
し
て
貰
っ
た
の
が
柳
田
さ
ん
で
す
。

当
時
、
１
万
円
の
予
算
し
か
な
い
と
言
っ

た
ら
「
エ
ッ
、
お
金
を
貰
え
る
の
で
す
か
」

と
言
わ
れ
て
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
彼
は
お
金
に
目
覚
め
、
本
を
書

い
た
ら
原
稿
料
が
幾
ら
だ
と
か
印
税
は
幾

ら
と
か
聞
い
て
来
る
の
で
す
が
、
や
っ
て

み
る
と
将
棋
ラ
イ
タ
ー
は
あ
ま
り
儲
か
ら

な
い
の
で
、
後
か
ら
追
っ
て
来
る
人
が
少

な
く
て
安
心
で
す
。
詰
将
棋
で
は
七
篠
さ

ん
、
黒
川
さ
ん
な
ど
と
は
旅
行
に
御
一
緒

し
た
こ
と
も
あ
り
、
若
島
さ
ん
と
も
か
な

り
お
付
き
合
い
が
あ
る
の
で
す
が
、
私
は

作
り
ま
せ
ん
。
家
内
の
恵
子
は
か
な
り
詰

将
棋
に
熱
中
し
て
夜
も
お
そ
く
ま
で
や
っ

て
い
る
の
で
、
御
仲
間
に
入
れ
て
や
っ
て

く
だ
さ
い
。

角
建
逸
Ｉ
詰
将
棋
に
初
入
選
し
た
の
は
昭
和

顕
年
で
や
そ
の
年
９
月
に
詰
将
棋
大
会
が

あ
り
、
釦
人
ぐ
ら
い
の
出
席
者
で
し
た
が
、

初
め
て
詰
バ
ラ
の
存
在
を
知
り
、
異
様
な

人
達
だ
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
か
ら

引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
、
当
時
浪
人
だ
っ

た
の
で
す
が
、
当
然
ま
た
浪
人
で
す
。

浜
田
君
な
ど
も
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

小
谷
善
行
Ｉ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
研
究
を
大
学

で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
私
も
詰
バ
ラ
の
会

員
で
す
。

清
水
一
男
Ｉ
去
年
５
月
５
日
に
名
古
屋
で
大

会
を
や
っ
た
の
で
す
が
、
ア
シ
と
言
う
間

に
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
日
盛
大
に
や

っ
て
頂
い
て
来
年
は
大
阪
と
、
毎
年
続
け

て
頂
く
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
良
い
作
品

を
作
っ
て
頂
い
て
、
こ
う
い
う
会
が
ま
す

ま
す
盛
り
上
が
る
よ
う
皆
で
頑
張
り
ま
し

よ
津
つ
◎

岡
田
敏
Ｉ
本
日
は
入
選
三
百
回
と
い
う
こ
と

で
詰
将
棋
王
位
と
い
う
分
不
相
応
な
称
号

を
頂
き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ヘ
ー

ゲ
ル
の
言
葉
に
「
量
も
あ
る
程
度
に
な
れ

ぱ
質
に
転
化
す
る
」
と
し
う
の
が
あ
り
ま

す
。
私
も
詰
将
棋
の
数
だ
け
は
相
当
作
り

ま
し
た
が
、
質
が
追
い
付
き
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
は
自
分
で
良
く
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
言
葉
を
信
じ
て
、
量
が

質
に
転
化
す
る
よ
う
祈
り
な
が
ら
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
上
会
長
Ｉ
皆
様
の
自
己
紹
介
を
伺
っ
て
い

て
、
私
も
身
に
つ
ま
さ
れ
る
様
な
気
が
し

ま
し
た
。
仲
々
詰
将
棋
が
詰
ま
な
く
な
っ

た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
は

私
も
自
分
で
自
分
の
作
品
が
詰
ま
な
く
な

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
り
し
ま
し
て
、
現
役

を
引
退
す
る
気
に
な
っ
た
…
…
。
こ
れ
だ

け
が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
所

に
も
有
望
な
若
手
が
育
っ
て
来
ま
し
た
の

で
、
き
び
し
い
所
は
若
手
に
任
せ
、
こ
ち

ら
は
裏
方
で
番
頭
役
に
徹
し
た
い
と
い
う

心
境
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
詰
将
棋
に
関

し
て
は
趣
味
人
で
す
。
趣
味
人
と
し
て
の

心
は
失
わ
ぬ
よ
う
に
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。


